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あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳはsolution（解決）のＳです。 

2016年度の表紙は、笹倉鉄平版画ミュージアムが主催する 
第７回やまと子ども絵画大賞で入賞した作品を掲載します。 

今号は、「大賞」を受賞した栗原のゆりさんの作品です。 

栗原のゆりさんのメッセージ 

第105号  2016年４月10日発行    大和市民活動センター［拠点やまと］発行 

  【市民活動にこの人あり】 第１回 
  やまと子ども絵画大賞主催の小川政男 

  さん（ミュージアム＆併設カフェ前にて） 

「セミの羽化かんさつ会」栗原のゆりさん（南林間小３年） 

協働事業提案募集中！ 4/11締切 
平成28年度の協働事業提案の募集が始まっています。

今年度の行政提案型は、入院患者さんの「癒しの場」

提供事業の１件だけですので、市民提案型に多数の提

案をお待ちしています。詳細は、当センターまでお問

い合わせください。募集要領も置いてあります。スケ

ジュールは以下の通りです。 
 

➀４月１日(金)～４月11日(月)＝企画書提出期間 

②４月12日(火)～５月９日(月)＝協議期間 

③５月10日(火)～５月16日(月)＝申請期間 

④５月23日(月)～６月10日(金)＝事業担当課との打合せ 

⑤６月下旬         ＝協働推進会議への諮問 

⑥７月２日(土)       ＝公開プレゼンテーション 

⑦８月上旬         ＝協働推進会議からの答申 

⑧８月22日(月)       ＝市長より結果発表 

補助金&協働事業報告会を開催。 
平成27年度に実施された市民活動推進補助金事業と

協働事業の報告会が、4月26日(火)に勤労福祉会館

ホールで開催されます。10:00からは補助金事業報告

会で、親と子のタッチ研究会とやまと国際フレンドク

ラブ（IFC）が報告します。13:00からは協働事業報

告会で、拠点やまとによる当センター運営事業を始め、

計18事業の報告があります。平成26年度は新規提案

がなかったため、今回の報告は、いずれも継続事業と

なります。見学自由（予約不要）ですので、興味のあ

る方、今後提案してみたい方は、是非お越しください。 
 

速報：平成28年度補助金事業（はぐくみ）に提案のあった

ハウスメンテ大和の「ハウスメンテの担い手育成」事業は

補助金交付(20万円)が決定しました。 

夏休みに、せみのう化かんさつ会に行きました。せみの幼虫は、夕
方にたくさんのあなから出てきて木に登りはじめ、背中が割れるころ
には、まわりは真っ暗になってしまいました。やっと幼虫の体をぬい
で出てきたせみは真っ白で、まるで光っているようにきれいでした。 



◆市 民 活 動 相 談＝４月11・25日(月)・５月９日(月)  ※毎月第２・４月曜の10～17時 
◆ボランティア相 談＝４月９・23日(土)・５月14日(土) ※毎月第２・４土曜の10～17時 
◆パ ソ コ ン 相 談＝４月12・26日(火） ５月10日(火)・※毎月第２・４火曜の14～17時 
 ※予約不要ですが、事前に電話予約していただいた方が、お待たせすることもなく確実です。 
 

 お気軽に！ 
 

定例相談日 

Ａ１／本をツールとした交流スペースづくり（提案者：小山紳一郎） 

参加者は愛書家・読書家はもちろん、蔵書家も多く、提案のきっか
けも自分の蔵書対策の一環とか。他に8000冊の蔵書家も！ さまざ
まな本を活用したまちづくり事例が紹介されました。  （徳留） 
 
Ｂ１／正しくお箸を持ちお箸文化を広める（提案者：平沼芳子） 

お箸には自分に合ったサイズが。親指と人さし指を直角にした対角
線が咫(あた)という単位で、ひと咫(あた)半が適正とか。お父さん
がお箸を作りお母さんが袋を作る講座の開催提案も。  （石川） 
 
Ｃ１／子どもが住みやすいまちづくり（提案者：星野澄佳）   
以前は地域で子どもたちを見守る風潮があったが、今は子どもたち
を取り囲む環境が大きく変わった。近所の付き合いが稀薄になり、
大人が子どもとの係わりを避けているといった意見が。（櫻井サ） 
 
Ｄ１／戦争に反対し戦争を起こさないためには（提案者：岩本哲） 

兵士の遺骨代わりの石ころ、疎開生活の悲惨さなど、実体験や祖父
母の体験としての戦争を語り合いました。若い世代に語り継ぐこと
が必要で、資源枯渇の危機感とその争奪が戦争の原因とも。(中山) 
 
Ａ２／ご飯をみんなで作り食べられる場所づくり(提案者：廣瀬康代) 

子どもに限定せず幅広い層の人々がゆるやかに集える場を考えるこ
とが大切。集う意義を真に理解して参加してくれる仲間探しがポイ
ントだが、見極めが難題という意見もありました。（櫻井み） 
 
Ｂ２／11月完成の「文化創造拠点」の有効活用（提案者：須賀良二） 

「集客力のある魅力的な催しを継続できるのか？」「ペイバック観
点と市民参画の両立を！」「今後は市民モニターが不可欠」。楽し
い雰囲気の中、前向きな想いや力強い意見が続きました。（望月） 
 
Ｃ２／高齢・ひとり暮らしの方が集まる場所づくり(提案者：片岡博) 

地域を分析した結果、農家が多く、新住人は若い世代が多いことが
分かった。農業をキーワードに世代間交流のできるイベントで高齢
者の知恵や技を生かすアイディアを出し合いました。  （関根） 

３月13日(日)の午後、当センター主催の「ま
ちづくりワークショップ」(第69回共育セミ
ナー）を大和市勤労福祉会館ホールにて開催
いたしました。３回シリーズ最終回の今回は
登録団体交流会も兼ね26名が参加しました。 
 
採用された「アイスブレイク」(緊張を解きほ
ぐす手法)は「私のまち」。中央に自宅を示す
家だけが書かれた紙が配られ「大きな道・学
校・公園・川・駅・・・」との指示に従いど
んどん記入。できた地図を使いながら、お互
いに自己紹介していくユニークな手法です。 

 課題解決やアイデアの深化に使える 

パズルミーティング 

次に、参加者が提案したテーマで分科会を開く「パズ
ルミーティング」を実施。４分科会を２時限設定した
ところ、すぐに８分科会が成立。似たテーマがひとつ
合流した結果、１時限は４分科会、２時限は３分科会
で行われました。２時限終了後は提案者が話し合った
内容を発表。全員で話し合った内容を共有しました。 
 
お菓子やコーヒーをいただきながら終始なごやかに進
められ、多くの気づきも得られたようです。終了後の
居酒屋懇親会も15名の参加で盛り上がりました。共育
セミナーの次期企画は、本紙前号でご紹介済の居場所
見学ツアー。お申し込みお待ちしています。 

←ファシリテーターの沼田真一さんも本好 

きで、思わず「本」分科会に飛び入り参加。 

➀提案者がテーマの趣旨をみんなに説明。 

②模造紙に発言などを自由にまとめます。 

③議論を振り返り提案者が発表しました。 

成立した７分科会／詳細は下記参照 



やまと子ども絵画大賞を主催  

今年11月３日で開館10周年を迎える笹倉鉄平版画ミュージ
アム。館長の小川政男さんは「やまと子ども絵画大賞」の主
催者としても知られているが、実は「やまとプロムナード古
民具骨董市」の生みの親でもある。 
 
病気などがきっかけで25年勤めた商社を退職後、人がやって
いないことをやろうと、大和駅前のみずき通りに画廊を開き、
版画の販売とレンタルを始めた。1991年のことだ。大和駅
の相鉄部分が地下化されたのはその２年後のこと。これを機
に商店街の衰退は隠すべくもなくなった。 
 
そこで発案したのが骨董市だった。新しくできたプロムナー
ドを有効活用し、1998年に67店出店で第１回を開催。以後
10年間実行委員会で事務局長を務めた。今では300店近くが
出店し、遠路からも毎月多くの人を集める。 
 
商店会副会長の時には、神奈川大和阿波おどり振興協会で会
計を担当。資金繰りでは苦労した。2006年には笹倉鉄平版
画ミュージアムを開館。その６年前に、駅前から自宅に移し
た画廊を改装した施設だ。学生時代は陸上やラグビーに熱中
していたが、当時もらった賞状が版画の作品だったのは何か
伏線のようでもある。 
 
 

 笹倉鉄平版画ミュージアム館長  小川政男さん 
そして2009年「やまと子ども絵画大賞」を始めた。子どもた
ちの作品展示はモチベーションアップにもなり、プロの作品
にも触れることで、何かのきっかけになればという想いから
だった。中学生以下はいつでも入館無料だ。  
 
大和市上和田で生まれ育った小川さん。いまでは館長の仕事
のほか、大和商工会議所桜ヶ丘支部長、桜ヶ丘自治会副会長、
桜ヶ丘桜まつり実行委員長のほか多数の地域活動にかかわっ
ている。もはや大和にはなくてはならない地域活性化のキー
パーソンだ。 

【市民活動にこの人あり】  第１回 

第７回やまと子ども絵画大賞受賞者と審査員のみなさん。 
後列の右から２番目が小川さん、３番目が笹倉鉄平さん。 

時期 やまと市民活動センター関係 他の市民活動関係 大和市・地域関係 

４月 
協働事業提案募集（～4/11）     

4/26補助金・協働事業報告会     

５月 5/10・23共育セミナー（居場所見学） 5/21「RUN伴＋やまと」 5/14・15大和市民まつり 

６月   6/18ハウスメンテ講習会 スポーツフェスタ 

７月 
7/2協働事業公開プレゼン   7/17阿波おどり(ぞめき大和) 

7/17「このゆびとまれっ！」オリエン   7/30・31阿波おどり＆西口風鈴まつり 

８月 
「このゆびとまれっ」 夏休み学習教室「学べ～る」 おもしろ科学館 

インターンシップ受け入れ   食育フェア 

９月   YAMATO ART100開幕(～12月)   

10月 

 ※共育セミナーは年６回開催予定   全国ふるさとまつりうまいもの市 

 ※「出張！ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ総合案内所」は 10/16渋谷よこさい 

  年２～３回開催予定 10/30泉の森Foresta やまと世界料理の屋台村 

11月 

  やまと子ども絵画大賞表彰式 11/3芸術文化ホールオープン 

11/12・13カッコーフェスタ 産業フェア 環境フェア 

  やまと国際アートフェスタ投票 健康都市やまとフェア 

12月 大掃除 12/12国際オペラ協会「第９」合唱 冬のおもしろ科学館 

１月 
市民活動推進補助金募集 
 

  
駅伝競争大会 
消防出初式 防災展 

２月 
  ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾍﾟ展示会 ダンスフェスティバル 

    自治会交流フェスタ 

３月 
市民活動推進補助金プレゼン 国際交流パーティ 

  ｼｮｰﾄﾑｰﾋﾞｰｺﾝﾃｽﾄ上映会 

 2016年度やまと 

▲色網部分は、昨年度の開催実績です。 
  今年度の開催や時期は確定していません。 

いよいよ新年度。各種団体やNPOなど、年間を通じてさまざまなイベントの計
画を立案中かと思いますが、時間があれば、いろんな地元のイベントにも参加
したいもの。そこで、当センター関連に限らず、大和市内の主立った年間イベ
ントカレンダーを作ってみました。３月29日現在でわかっている「予定」です。
変わることもあるかと思いますので、その点はご了承のうえご活用ください。 イベントカレンダー 



大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

  「あの手 この手」  第105号   発行日： 2016年 ４月10日         発行： 大和市民活動センター 拠点やまと 
 
  大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分）   e-mail：yamato@ar.wakwak.com       
  ※祝日も9：00～18：00で開館しています。    URL：http://www.kyodounokyoten.com/   
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 朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

 
 

 

 

ＦＭやまと 
 77.7 ＭＨｚ 

第262回◆４月５日放送 

笹倉鉄平版画ミュージアム 
 

今年の11月で開館10周年。おりしも芸術文化ホール
も開館するため、来年1月には笹倉鉄平全版画展など
を計画中。これまでの活動と今後の抱負を語ります。 

★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。 

第263回◆４月19日放送 

湘南・大和里親会 
 

さまざまな事情で家庭で生活できなくなった子ども
たちを愛情をもって養育しています。まずは「３日
里親」という制度もあることなどをご紹介します。 

第259回◆３月１日放送分 
だいちゃんを救う会 
助かる命なら助けてあげたい 
 

拡張型心筋症の迫原大輝君はまだ1歳
余。生まれた時から人一倍大きく元気
だっただいちゃんが昨年7月に突然倒
れ、幸い一命をとりとめたものの、移
植以外に助からないと診断されました。
「助かる命なら助けてあげたいとの思
いで募金活動を始めました。アメリカ
での手術実現のため何としても3億
2000万円を募りたい」と語ったのは
共同代表の石井浩一さん。「遅くても
５月末には渡米させたいのですが、万
が一だいちゃんの命が繋げられなかっ
た時は移植手術が必要な子どもに引き
継いでいきたい」とお母さん。ジョ
ニーさんは「お母さんご自身がしっか
りと前を向き、出来ることをやろうと
いう意志が伝わってきてすごいと思い
ます」とエールを送っていました。詳
細は是非ホームページをご覧ください。 

第1.3.5(火)9～10時 
再放送 15時～、21時～ 

＜４月の出演団体＞  ※出演してくださる団体を募集中です。詳しくは当センターまで！ 

第260回◆３月15日放送分 
大和さくら会ＳＳＴ勉強会 
生きていることが大事なんだ 
 

「ＳＳＴ（Social Skill Training社会
生活技能訓練）リーダーの高森信子先
生の冊子に『傘を差しかけるのではな
く共に濡れてほしい』とあったのを読
み、私はいつも傘を差しかけていたと
気づきこの言葉にグッときました」と
田中さん。「息子が高校生の時、思春
期の病ではと思い、先生をお招きして
勉強会を始めました」と会の発足を紹
介されました。「子どもが仕事をやめ
た時『働かざる者食うべからず』と
思っていたが、この勉強会で生きてい
ることが大事なんだと思えるようにな
り障害の辛さがわかってきた」と語っ
たのは代表の藤本さん。「ひとりで悩
まないで話に来てください」と呼びか
けました。4月14日（木）午後に当セ
ンターで勉強会を開催。高森先生をお
迎えしますので、是非ご参加ください。 

 
 

 

第261回◆３月29日放送分 
柏木学園高等学校短歌書道部 
デイサービスでボランティアも 
 

入部のきっかけは人それぞれ違っても、
出演した６人全員が「やっててよかっ
た」と感想は一致。全国高等学校総合
文化祭滋賀大会でのハプニングを話し
たのは、書道吟で書を担当した秋山君。
畳１畳分の紙に目印の線を引いておい
たのにスタッフの手違いで本番で用意
された紙は真っ白。「やるしかない」
と思い最後まで頑張った結果「先生か
らお褒めの言葉をいただきました」と
嬉しそうに語りました。「10ヶ月の練
習の成果だったんですね」とジョニー
さん。デイサービス「晃風園」「ハッ
ピー鶴間」「げ・ん・き」では書道吟
などのボランティア活動も。「高齢者
に喜んでもらうことが自分たちにとっ
ても嬉しいことだと気づきました。み
なさんもボランティア活動に参加しま
せんか」と呼びかけました。 

◆心臓移植を必要としているだいちゃんの募
金箱をセンターに設置して１カ月。１万円札
を入れてくれる人もいて感激です。善意の心
が手術の成功に結びつくよう願い募金活動を
続けますので、よろしくお願いします。石川 
 
◆芸術大学写真学科の卒制展を見に行きまし
た。コンセプトを読み作品を眺め、写真のス
キルはあるが、多くの場合、戦略が必要と感
じました。「目指すもの」「できること」
「できたもの」市民活動にも通じます。関根 

◆最近よく同窓会案内が届きます。近況報告
は回覧されない“幹事向け”が増えています。
会への参加人数は65歳をピークに減り出す
中、女性比率は右肩上がり…。上司の様に
「〇〇君」と呼ぶのも女性です。望月 
 
◆柏木学園高校生がボランティアで書道吟を
三施設で披露。学生が考えた詩の朗読や作文
の発表も積極的に披露し、一緒に歌った「高
校三年生」に感激して涙を流すお年寄りの姿
に高校生が感動していました。櫻井サ 
 
◆昨年の本紙12月号「ある日ある時」の記
事でお伝えしたチューリップが咲きました。
綺麗です。2013年に伐採した駐車場の桜の
木、残った根から枝が伸び、今年花が咲きま
した。中山 

 
◆ＴＶドラマ「精霊の守り人」が始まった。
20年ほど前、原作本を夢中で読み、次が出
るのを心待ちに。3.11の直後、余震が続く
中でのＴＶ映像が辛いとき、物語の中に入れ
ば心が安らいだことを思い出します。櫻井み 
 
◆市民活動センターの担当として丸２年。そ
の間にセンター開設10周年事業があり、携
わった方々の想いを直接見聞きしました。今
後も市民活動に携わる方々の拠り所としてこ
の協働事業を推進したい。市民活動課／松原 
 
◆協働事業募集は締切間近。補助金事業もで
すが協働事業も近年新規応募が少なく残念で
す。少しでも応募につながればと、本紙は
10日付発行のところ４月２日完成・発送で
進行中。ご応募お待ちしています！ 徳留 
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